
CSS アニメーションで動く背景を実装するために、WEB デザイナーが背景画像を作成する際に
は、以下のポイントを考慮すると効果的です。 
1. 画像の繋がりを考慮 

• シームレスパターン：背景画像がループするように動かす場合、画像の左右（または上
下）がシームレスに繋がるようにデザインする必要があります。これにより、アニメー
ションがスムーズに⾒え、繰り返し感が減ります。シームレスパターンは Photoshop や
Illustrator などのデザインソフトで簡単に作成できます。 

2. サイズと解像度 
• 適切な解像度：背景画像は通常、幅広いスクリーンサイズに対応するため、解像度に注

意が必要です。⾼解像度であれば、⼤きなスクリーンでも鮮明に表⽰されますが、ファ
イルサイズも⼤きくなります。そのため、適切なバランスを⾒つけ、Web ⽤に最適化さ
れたサイズを選びましょう。 

• 画像サイズ：⼀般的には 1920x1080 ピクセルや、場合によってはもっと⼤きなサイズで
作成します。サイトのデザインに合わせて、背景全体を覆うようにするか、特定の部分
を強調するかを決定します。 

3. アニメーションの⽅向性に合わせたデザイン 
• 横⽅向の移動：画像内に視線を誘導する要素がある場合は、移動⽅向に合わせて配置す

ると⾃然です。たとえば、⾵景画像で雲が流れる様⼦を表現したい場合、画像内の雲の
動きを横⽅向に⼀致させます。 

• 縦⽅向の移動：縦⽅向にアニメーションを動かす場合、例えば滝や流れる⽔のような垂
直の要素を持つデザインが適しています。 

4. カラーパレットとコントラスト 
• シンプルなカラーパレット：動きのある背景は訪問者の注意を引きやすいため、あまり

にも派⼿なカラーパレットを使⽤すると主張が強すぎる場合があります。控えめなカラ
ーで落ち着いた雰囲気を作るか、ブランドカラーをうまく取り⼊れて統⼀感を持たせま
しょう。 

• コントラストの調整：背景画像が動くことで、上に配置されたテキストやボタンが読み
にくくなる場合があります。必要に応じて背景画像の明度を調整し、コンテンツが⾒や
すくなるようにします。 

5. ファイル形式と最適化 
• ファイル形式：通常、Web ⽤の画像ファイルは JPEG や PNG 形式で保存しますが、

SVG形式を使⽤することも可能です。特に、ベクター画像は拡⼤縮⼩に強いため、ロゴ
やアイコンに適しています。 

• 最適化：Web サイトのパフォーマンスを保つために、画像は可能な限り最適化します。
⼤きな画像ファイルはサイトの読み込みを遅くするため、TinyPNG や ImageOptim な
どのツールを使⽤して圧縮します。 



6. モックアップでのテスト 
• 実際の Web サイト上で動かす前に、アニメーションの動きや⾒栄えを確認するための
モックアップを作成します。これにより、動きがスムーズか、繋がりがシームレスか、
全体のデザインが適切かを確認できます。 

これらのポイントを考慮して背景画像をデザインすることで、ローディング画⾯での動く背景
がより効果的に⾒え、ユーザーにとって快適な体験を提供できます。 
 


